
人を育み未来をひらく学研都市精華町
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３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
ミ
ニ
四
駆
／
４　
５
月
30
日
㈪
精

華
で
国
内
最
大
級
レ
ー
ス
／
５　
く
る
り
ん
バ
ス
、

ダ
イ
ヤ
・
ル
ー
ト
改
正
／
７　
せ
い
か
写
真
日
記
／
24

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
や
周
辺
地
区
の
お
よ
そ

20
の
機
関
が
結
集
し
た「
け
い
は
ん
な
科
学
体
験

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
」が
２
月
６
日
㈯
、

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、
親
子
連
れ
な

ど
約
１
８
０
０
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
指
紋
を

検
出
す
る
科
学
調
査
体
験
や
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た

ス
ク
リ
ー
ン
上
で
の
お
絵
か
き
な
ど
、
多
彩
な
分

野
の
ブ
ー
ス
に
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

わ
ぁ
！

す
ご
い
！

科
学
の
不
思
議
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！

「
け
い
は
ん
な
科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
６
」は
昨
年
に
引
き
続
き
、
け
い
は
ん

な
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
Ｋ

－

Ｓ
ｃ
ａ
ｎ
）【
注
】が
中
心
に
な
っ

て
、
精
華
町
や
奈
良
教
育
大
学
な
ど
と
開
催
し

ま
し
た
。

　

１
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
は
、
浮
力
実
験

（
奈
良
教
育
大
学
）や
指
紋
検
出
実
験（
奈
良
先

端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
）、
空
気
中
の
自
然

放
射
線
観
察（
京
都
女
子
大
学
）、
結
び
目
コ
ー

ス
タ
ー
作
り（
奈
良
女
子
大
学
）、
ク
マ
ム
シ

観
察（
木
津
高
校
）、
目
の
錯
覚
体
験（
南
陽
高

校
）、
て
ん
茶
体
験（
京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料

館
）、
映
画
の
原
理
を
体
験
す
る
ス
コ
ー
プ
作

り（
島
津
製
作
所
創
業
記
念
資
料
館
）な
ど
20
の

ブ
ー
ス
、
３
階
の
大
会
議
室
に
は
、
人
工
種
子

作
り（
京
都
府
立
大
学
）、
ビ
ー
玉
万
華
鏡
作
り

（
株
式
会
社
新
興
出
版
社
啓
林
館
）な
ど
７
つ
の

ブ
ー
ス
が
集
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
は「
科
学
体

験
」や「
科
学
工
作
」な
ど
を
思
い
思
い
に
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

京
都
大
学
出
展
の「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
と
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
使
っ
た
ツ
リ
ー
作
り
」を
体
験
し
た
笠
置

晃
希
く
ん
＝
光
台
六
丁
目
・
東
光
小
１
＝
は

「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
仕
組
み
が
分
か
っ
て
お
も

し
ろ
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

【
注
】精
華
町
、
公
益
財
団
法
人
関
西
文
化
学
術
研
究
都

市
推
進
機
構
、
奈
良
教
育
大
学
な
ど
の
関
係
者
に
よ
っ

て
、
平
成
26
年
９
月
に
設
立
。
子
ど
も
た
ち
に
科
学
を

中
心
と
し
た
多
様
な「
学
び
の
機
会
」を
提
供
す
る
今
回

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

けいはんな科学体験フェスティバル
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▼
実
行
委
員
会
構
成
団
体

　�

京
都
府
・
京
田
辺
市
・
精
華
町
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｔ
Ｏ
Ｊ
京
都
・
京
田
辺
市
社
会
体
育
協

会
・
精
華
町
体
育
協
会　
ほ
か

【
注
】
時
間
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

東
京･

堺
な
ど
８
カ
所
で
開
催

　

都
府
県
を
ま
た
ぐ
国
内
唯
一
の
ス
テ
ー
ジ

レ
ー
ス
で
あ
る
「
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ

ン
」。
近
年
は
、
堺
（
大
阪
府
）、
美
濃
（
岐
阜

県
）、
南
信
州
（
長
野
県
）、
富
士
山
（
静
岡

県
）、
伊
豆
（
静
岡
県
）、
東
京
都
の
６
ス
テ
ー

ジ
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
前
回
か
ら
、
い

な
べ
ス
テ
ー
ジ
（
三
重
県
）
が
加
わ
り
、
さ
ら

に
今
回
、
京
都
ス
テ
ー
ジ
が
追
加
。
８
日
間
で

全
長
７
５
６
・
75
㌔
の
戦
い
へ
と
ス
ケ
ー
ル

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
８
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
約
30
万
人
が
会

場
や
沿
道
に
訪
れ
る
、
日
本
国
内
で
は
貴
重
な

公
道
開
催
型
の
自
転

車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で

す
。

　

各
開
催
地
で
は
、

出
場
選
手
が
地
元
小

学
校
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
施
設
を
訪

問
。
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

の
観
戦
方
法
や
安
全

運
転
を
伝
え
る
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま

す
。

ｑ
企
画
調
整
課
企
画
係
ｔ
95

－

１
９
０
０

　
国
際
自
転
車
競
技
連
合
（
Ｕ
Ｃ
Ｉ
）
公
認
国

際
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
「
第
19
回
ツ
ア
ー
・

オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
」（
Ｔ
Ｏ
Ｊ
）
の
京
都
ス
テ
ー

ジ
が
５
月
30
日
㈪
、
精
華
町
と
京
田
辺
市
に
ま

た
が
る
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
同
レ
ー
ス
は
、
ア
ジ
ア
随
一
の
規
模
・
レ
ベ

ル
の
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
、
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
け
い
は
ん
な
学
研
都
市

の
国
内
外
へ
の
知
名
度
向
上
と
京
都
府
南
部
地

域
の
振
興
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
レ
ー
ス
の
詳
細
は
今
後
、
本
誌
や
町
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
、
京
都
ス
テ
ー
ジ

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝
二

次
元
コ
ー
ド
＝
で
順
次
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

　
当
日
は
、
コ
ー
ス
と
な

る
道
路
で
交
通
規
制
が
行

わ
れ
ま
す
。
周
辺
の
皆
さ

ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
開
催
前
の
午
前
９
時
25
分
か
ら
は
、
京
田
辺

市
・
普
賢
寺
ふ
れ
あ
い
の
駅
と
同
志
社
大
学
を

結
ぶ
コ
ー
ス
で
セ
レ
モ
ニ
ー
ラ
ン
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
レ
ー
ス
は
、
午
前
９
時
50
分
に
普
賢
寺
小
学

校
前
を
ス
タ
ー
ト
。
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
周
辺

を
経
由
す
る
16
・
８
㌔
の
周
回
コ
ー
ス
を
６
周

半
、
計
１
０
７
㌔
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。
ゴ
ー
ル
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
先
端

研
究
本
部
前
（
光
台
三
丁
目
）
で
、
レ
ー
ス
終

了
は
午
後
１
時
ご
ろ
で
す
。【
注
】

▼
主
催

　
自
転
車
月
間
推
進
協
議
会

TOJホーム
ページ

京都ステージ
ホームページ

スタート

周
回
コ
ー
ス

セレ
モニ
ーコ
ース

精華下狛IC

京奈和
　自動車道

ゴール

パナソニック（株）
先端研究本部 けいはんな

プラザ

同志社大学

普賢寺ふれあいの駅

５月30日（月）精華で国内最大級レース

TOJ 京都ステージ

京都ステージ・コースマップ

お詫びと訂正
先月号10ページに下記の誤りがありまし
た。お詫びして訂正致します。
▶�ツアー・オブ・ジャパン京都ステージ日
程（本文３行目）
　【誤】今年５月30日（日）
　【正】今年５月30日（月）

精華町 総務部 企画調整課 広報係

　
平
成
27
年
度
統
計
功
労
者
表
彰
式
が
１
月
20

日
㈬
、
京
都
府
公
館
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

（
京
都
市
）
で
あ
り
、
山
本
彰
さ
ん
＝
山
田
地

区
・
写
真
＝
が
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
統
計
調
査
へ
の
長
年
に
わ
た
る

多
大
な
功
績
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ｑ
企
画
調
整
課
企
画
係
ｔ
95

－

１
９
０
０

　
平
成
27
年
度
精
華
町
議
会
定
例
会
２
月
特
別

会
議
を
２
月
10
日
㈬
に
開
き
「
松
尾
清
敏
・
副

町
長
の
任
期
満
了
に
よ
る
退
任
に
伴
い
、
大
植

辰
治
氏
を
後
任
に
選
任
す
る
特
別
職
人
事
議

案
」
が
、
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
２
月
18
日
㈭
か
ら
の
４
年
間
で
す
。

山
本
彰
さ
ん
農
水
大
臣
表
彰

副
町
長
に
大
植
辰
治
氏

　
松
尾
氏
は
、
副
町
長
と
し
て
平
成
12
年
２
月

か
ら
４
期
16
年
間
に
わ
た
っ
て
務
め
ら
れ
ま
し

た
。

ｑ
総
務
課
人
事
係
ｔ
95

－

１
９
１
０

退任式で職員に送られる松尾前副町
長＝右

大植辰治・副町長

　
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
ミ
ニ
四
駆
を
作
る
親
子

向
け
教
室
が
２
月
６
日
㈯
・
7
日
㈰
、
け
い
は

ん
な
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
と
け
い
は
ん
な
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｋ

－

Ｓ
ｃ
ａ
ｎ
）
＝

３
ペ
ー
ジ
に
概
要
＝
が
、
一
般
社
団
法
人
３
Ｄ

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
会
（
３
Ｄ

−

Ｇ
Ａ
Ｎ
）
の

支
援
の
も
と
開
催
し
た
も
の
で
す
。
２
日
間
で

親
子
30
組
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
小
学
４
～
６
年
生
の
子
ど
も
た
ち

は
、
ミ
ニ
四
駆
の
車
体
を
パ
ソ
コ
ン
で
デ
ザ
イ

ン
。
画
面
上
の
デ
ー
タ
が
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で

立
体
化
し
て
出
力
さ
れ
る
と
、
組
み
立
て
た
車

台
と
タ
イ
ヤ
を
合
わ
せ
て
完
成
、
試
走
さ
せ
ま

し
た
。

　
父
親
と
参
加
し
た
岡
田
蓮
く
ん
＝
舟
地
区
・

精
北
小
６
＝
は
「
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
間
近
に

見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
す
ご
く
楽
し
く

体
験
で
き
た
」
と
満
足
な
様
子
で
し
た
。

車体の仕上げも慎重に 車体をデザインするソフトの説明に耳を傾ける参加者 お父さんも夢中に



近
鉄

西北

菱田

滝ノ鼻

むくのき
センター

保健センター

役場・図書館かしのき苑
上下水道
事務所

山田川駅

祝園駅
西口

祝園駅
東口

舟

僧坊

里

いちご園

北稲八間

南稲八妻

山田 山田高橋

精華南中学校

南庄
精華台精華台西

けいはんな
プラザ

光台コミュニティーホール

柘榴 乾谷

桜が丘

※祝園駅西口→山田川駅、山田川駅→祝園駅西口は、乾谷をそれぞれ２回通ります。

光台南

アピタ・
コーナン前

東光
小学校

東畑 東畑口

東

北ノ堂

祝園一丁田

馬渕

菅井

JR

路 線 図

北ルート（　は順路）
南ルート（　は祝園駅西口→山田川駅、
　は山田川駅→祝園駅西口の順路）

駅前バス停
バス停

凡例

池谷公園前

光が丘幼稚園

平成28年4月1日ルート改正版

どこま
で乗
って
も

100
円!

狛田・
下狛駅東

狛田・
下狛駅西

新ルート
新バス停

March7 March 6町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは32ページに掲載しています。

精華くるりんバスは４月１日（金）、新バス停の運用開始とそれに伴うルート変更、
ダイヤ改正を行います。いずれも、近鉄狛田駅前広場の完成に伴うものです。 

●「狛田・下狛駅東」バス停と同バス停に乗り入れるルートを新設

●「狛田・下狛駅」バス停を「狛田・下狛駅西」バス停に名称変更

●ダイヤの改正
 
※新ダイヤは今月下旬に各戸配布・町ホームページで公開します。

ｑ都市整備課 まちづくり計画係ｔ95－1902

くるりん
バス

４月１日
からダイヤ・ルート改正

　
精
華
中
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
、

地
域
住
民
の
学
び
の
場
「
シ
ニ
ア
・
ス
ク
ー

ル
」
を
５
月
６
日
㈮
～
来
年
３
月
24
日
㈮
、
同

校
で
開
き
ま
す
。

　
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
を
目
指
す
同
ス
ク
ー

ル
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
コ
ー
ラ
ス
、
家
庭
菜
園

中
学
校
で
生
涯
学
習

受
講
生
募
集
　
精
華
中
シ
ニ
ア
・
ス
ク
ー
ル

な
ど
が
学
べ
ま
す
。
同
校
の
空
き
教
室
を
利
用

し
、
現
在
も
町
内
在
住
の
30
～
80
代
の
幅
広
い

年
齢
層
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

▼
料
金

　
�

１
０
０
０
円
（
保
険
代
【
注
】・
通
信
代
な

ど
）

　
※�

別
途
教
材
費
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

▼
申
込
方
法

　

�

３
月
31
日
㈭
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
、
は
が

き
に
「
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月

日
・
希
望
す
る
講
座
名
と
番
号
」
を
記
入
の

う
え
、
左
記
の
と
こ
ろ

へ
。

　
※�

は
が
き
は
１
人
１
枚

ま
で
。
複
数
の
講
座

の
申
し
込
み
が
可
能

で
す
。
定
員
を
超
え

た
講
座
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　
※�

受
講
の
可
否
は
４
月
中
旬
、
は
が
き
で
連

絡
し
ま
す
。

【
注
】
受
講
に
あ
た
っ
て
は
、
登
下
校
を
含
む
受
講
時

の
傷
害
補
償
の
保
険
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ｑ�

〒
６
１
９

－

０
２
４
３
、
精
華
町
南
稲
八
妻

丸
山
７
番
地　

精
華
中
学
校
シ
ニ
ア
・
ス

ク
ー
ル
事
務
局
ｔ
94

－

２
０
１
３

シニア・スクール開講予定講座

精華すばるプロデュース協議会発足
　精華中学校運営協議会と精華中学校コミュニティ協議会、川西
ふれあいネットワーク、精華スポーツクラブ設立準備委員会、精
華町商工会の５団体の共同体として、このほど「精華すばるプロ
デュース協議会」が発足しました。「キラキラした町をプロデュー
スしたい」という思いで地域の活性化を目指した取り組みをしま
す。詳しくは右記にお問い合わせください。

番号 講座名 年間
回数 曜日 定員 講座内容

1 絵画 10 月 
午後 15 デッサンの基礎を学べます。

2 押し花 8 月 
午前 15 押花の基礎から小物作りま

で学べます。

3 パソコン 10 火 
午後 35

自分のできることから始め
て、パソコンに慣れること
ができます。

4 茶道 10 火 
午前 若干名 一服のお茶を通して受講生

同士で和みます。

5 家庭菜園と
お米 7 火 

午前 25

農家や野菜ソムリエから、
米や野菜の育て方から購入
時の目利きのコツを学べま
す。

6 お庭づくり 8 金 25
寄せ植えや家の外回りのお
手入れ、花木のお手入れに
ついて学べます。

7 コーラス 10 木 
午前 35 懐かしい歌、新しい歌をみ

んなで楽しく歌います。

8 たのしい英語 10 木 
午前 25 声を出して楽しく ABC か

ら学べます。

9 家庭科
（衣・食・住） 8 木 

午前 30
調理実習・簡単な裁縫・住
まいのお手入れなどを学べ
ます。

10 町史・歴史 6 金 
午前 30

精華町や南山城地域の歴史
について、時代やテーマに
沿って学べます。

11 華道 11 金 
午前 25

華道家元・池坊の入門編と
して、講義と実習で楽しく
学べます。

12 読み聞かせ 6 金 
午前 15

読みたい絵本を選び、聞き
手の心に話を届ける技術を
学べます。

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

防犯・防災

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

スポーツ

そのほか

防犯・防災

そのほか

文化・学習
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予
約
方
法

　
交
付
通
知
書
が
届
い
た
ら
、
電
話
、
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
受
け
取
り
日
時
を
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
電
話

　

�

ｔ
95

－

１
９
１
５
（
平
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
）

▼
Ｅ
メ
ー
ル

　

�

ｍm
adoguchi@

tow
n.seika.kyoto.jp

受
け
取
り
場
所

　

平
日
と
３
月
13
日
㈰
・
27
日
㈰
の
午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分
、
総
合
窓
口
課
前
（
町
役

場
２
階
）
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
臨
時
交
付
窓

口
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
手
数
料
は
、
初
回
の
み
無
料
で
す
。
紛
失
・

汚
損
な
ど
に
よ
る
再
発
行
は
１
０
０
０
円
か
か

り
ま
す
。

持
　
ち
　
物

　
受
け
取
り
日
に
は
次
の
物
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

▼
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

▼
通
知
カ
ー
ド

▼�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

▼
本
人
確
認
書
類

　

�

運
転
免
許
証
・
運
転
経
歴
証
明
書
（
交
付
年

月
日
が
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
の
も
の
）・

パ
ス
ポ
ー
ト
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写

風
し
ん
予
防
接
種
の
助
成
申
請
期
限
と
、
本
年

度
対
象
者
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
期
限
は
、
３
月
31
日
㈭
で
す
。

風
し
ん

　

風
し
ん
予
防
接
種
は
費
用
の
３
分
の
２

（
１
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
）
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
は
１
人
１
回
。
既
に
妊
娠
し
て
い
る
女

性
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
接
種
前
１
カ

月
と
接
種
後
２
カ
月
は
避
妊
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

▼
対
象
者

　

�

町
に
住
民
登
録
し
、
平
成
27
年
４
月
１
日
～

28
年
３
月
31
日
に
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し
ん
混

合
）
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を

受
け
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　
・�

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
で
、
抗
体
検
査
な

ど
に
よ
り
、
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
と
さ

れ
た
方

　
・�

妊
婦
の
方
と
と
も
に
風
し
ん
抗
体
検
査
な

ど
に
よ
り
、
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
と
さ

れ
た
同
居
者

▼
申
請
方
法

　

�

医
療
機
関
で
接
種
費
用
を
全
額
支
払
っ
た

後
、
町
役
場
・
健
康
推
進
課
（
２
階
）
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
は
次
の
物

が
必
要
で
す
。

　
・
助
成
金
交
付
申
請
書
・
請
求
書
【
注
】

　
・�

領
収
書
の
原
本
・
接
種
済
書
な
ど
（
ワ
ク

チ
ン
名
、
接
種
日
、
接
種
費
用
、
氏
名
、

医
療
機
関
名
の
記
載
が
あ
る
物
）

　
・
抗
体
価
が
低
い
こ
と
が
分
か
る
物

　
・
印
鑑

　
・
通
帳
な
ど
、
振
込
先
が
分
か
る
物

　
※
同
居
者
の
方
は
次
の
物
も
必
要
で
す
。

　
　
・�

妊
婦
の
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
こ
と
が

分
か
る
物

　
　
・�

妊
婦
と
同
居
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
で

き
る
物
（
住
所
記
載
の
あ
る
健
康
保
険

証
な
ど
）

▼
そ
の
ほ
か

　
・�

生
活
保
護
世
帯
の
方
に
は
全
額
助
成
し
ま

す
。

　
・�

風
し
ん
抗
体
検
査
は
、
京
都
府
内
の
保
健

所
や
一
部
医
療
機
関
で
無
料
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
医
療
機
関
に
つ
い
て

は
、
山
城
南
保
健
所
（
ｔ
72

－

４
３
０

０
）
ま
た
は
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
こ
れ
ま
で
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
方
、
風
し
ん
予
防
接
種

を
２
回
以
上
受
け
て
い
る
方
、
風
し
ん
に

か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
を
除
き
ま
す
。

本
年
度
満
26
～
35
歳
は
注
意

　
風
し
ん
の
免
疫
が
な
い
女
性
が
妊
娠
初
期
に

風
し
ん
に
か
か
っ
た
場
合
、
50
％
以
上
の
確
率

で
胎
児
が
「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
に
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
眼
球
異
常
や
難
聴
な
ど

の
重
い
症
状
で
、
な
か
で
も
妊
娠
１
カ
月
以
内

は
注
意
が
必
要
で
す
。
必
ず
妊
娠
前
に
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、
昭
和
54
年
４
月
２
日
～
平
成
２
年
３

月
31
日
生
ま
れ
の
方
は
接
種
率
が
低
く
、
風
し

ん
抗
体
価
が
低
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
風
し
ん
は
成
人
に
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
平
成
25
年
に
は
20
～
40
代
の
男
性
を
中
心

に
流
行
し
ま
し
た
。
妊
婦
が
右
記
の
生
年
月
日

の
場
合
は
、
同
居
者
も
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

【
注
】
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
は
、

助
成
に
よ
り
２
５
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
は

無
料
）
で
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
月
31
日
ま
で
に
接
種
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

全
額
自
己
負
担
に
よ
る
任
意
接
種
と
な
り
ま

す
。
助
成
は
１
回
限
り
で
す
。

　
接
種
は
予
約
の
う
え
、
健
康
保
険
証
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
予
診
票
は
町
内
の
医
療
機
関
に

置
い
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
は
次
の
通
り
で
す
。
過
去
に
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
（
ワ
ク
チ
ン
名
は
「
ニ
ュ
ー
モ

バ
ッ
ク
ス
」）
を
接
種
し
た
方
は
対
象
外
で
す
。

▼
本
年
度
、
次
の
年
齢
に
な
る
方

　

�

65
歳
（
昭
和
25
年
４
月
２
日
～
26
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）・
70
歳
（
昭
和
20
年
４
月
２

日
～
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）・
75
歳
（
昭

和
15
年
４
月
２
日
～
16
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）・
80
歳
（
昭
和
10
年
４
月
２
日
～
11
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）・
85
歳
（
昭
和
５
年
４

月
２
日
～
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）・
90
歳

（
大
正
14
年
４
月
２
日
～
15
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）・
95
歳
（
大
正
９
年
４
月
２
日
～
10

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）・
１
０
０
歳
（
大
正

４
年
４
月
２
日
～
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

▼�

27
年
４
月
１
日
現
在
60
～
64
歳
で
、
心
臓
、

ま
た
は
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
が
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
方

※�

次
の
方
は
、
接
種
前
に
必
ず
申
請
書
【
注
】

と
印
鑑
を
左
記
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
60
～

64
歳
の
方
は
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
障
害

の
程
度
を
確
認
で
き
る
書
類
も
必
要
で
す
。

町
外
で
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
接
種
に
必

要
な
書
類
が
手
元
に
届
く
ま
で
に
約
３
～
10

日
か
か
り
ま
す
。

　

�

▽
町
外
で
の
接
種
を
希
望
す
る
方
・
生
活
保

護
世
帯
の
方
・
60
～
64
歳
の
方

【
注
】
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

ｑ
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

風
し
ん
・
高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
助
成 

今
月
ま
で

真
付
き
）・
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳
・
在
留
カ
ー

ド
・
特
別
永
住
者
証
明
書
・
一
時
庇ひ

護ご

許
可

書
・
仮
滞
在
許
可
書
な
ど
の
う
ち
、
い
ず
れ

か
１
点 

　
※�

右
記
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
健
康
保
険

証
、
年
金
手
帳
、
社
員
証
、
学
生
証
、
学

校
名
が
記
載
さ
れ
た
各
種
書
類
、
預
金
通

帳
、
医
療
受
給
者
証
な
ど
の
う
ち
、
い
ず

れ
か
２
点
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

暗
証
番
号
の
設
定

　

交
付
窓
口
で
は
、
暗
証
番
号
の
設
定
後
、

カ
ー
ド
を
受
け
取
れ
ま
す
。

　
暗
証
番
号
は
、
２
つ
以
上
必
要
で
す
。
簡
単

な
数
字
の
並
び
や
生
年
月
日
な
ど
の
番
号
は
登

録
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
番
号
は
、
来
庁
前
に

考
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

①
署
名
用
電
子
証
明
書

　

�

英
数
字
６
文
字
以
上
16
文
字
以
下
（
英
字
の

み
・
数
字
の
み
は
不
可
）

②
利
用
者
用
電
子
証
明
書

　
数
字
４
桁

※�

ほ
か
に
２
項
目
の
暗
証
番
号
が
必
要
で
す

が
、
②
と
同
じ
番
号
で
設
定
で
き
ま
す
。

※�
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
、
右
記
①
②
の

２
種
類
の
電
子
証
明
書
が
組
み
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
①
は
主
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
電

子
文
書
を
作
成
・
送
信
す
る
際
に
利
用
で
き

ま
す
。
②
は
主
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
ロ
グ

イ
ン
す
る
際
に
利
用
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
銀
行
へ
の
ロ
グ
イ
ン
や
コ
ン
ビ
ニ
で

の
交
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

受
取
時
の
注
意
点

　
受
け
取
り
は
原
則
、
本
人
の
み
で
す
。
た
だ

し
本
人
が
病
気
、
ま
た
は
心
身
の
障
害
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
理
由
で
交
付
窓
口
に
行
け
な
い

場
合
、
代
理
人
に
委
任
で
き
ま
す
。「
仕
事
や

学
業
が
多
忙
な
た
め
、
本
人
が
来
庁
で
き
な

い
」
と
い
っ
た
理
由
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

申
請
者
本
人
の
診
断
書
や
障
害
者
手
帳
な

ど
、
来
庁
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
町
役
場
総
合
窓

口
課
（
ｔ
95

－

１
９
１
５
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。問

い
合
わ
せ

　
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
全
般
②
通
知
カ
ー
ド

や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
―
の
ご
相
談
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
ｔ
０
１
２
０

－

95

－

０
１
７
８
（
無
料
）

　
※�

外
国
語
対
応
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
ｔ
０
１
２
０

－

０
１
７
８

－

26
（
無
料
）
で
す
。

　
※�

Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
で
つ
な
が
ら
な
い
場
合

は
、
次
の
と
こ
ろ
に
お
掛
け
く
だ
さ
い

（
い
ず
れ
も
有
料
）。

　
　
①
ｔ
０
５
０

－
３
８
１
６

－

９
４
０
５

　
　
②
ｔ
０
５
０

－
３
８
１
８

－

１
２
５
０

▼
受
付
時
間

　
・
平
日
…
午
前
９
時
30
分
～
午
後
10
時

　
・�

土
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
30
分

マイナンバーカード
申請後、受取日の予約を
マイナンバー（個人番号）カードの交付を申請した方に順次、交付通知書
（はがき）を郵送しています。届いたら受け取り日時を予約してください。

催事・募集

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

健康・医療

福祉・介護

暮らし・税
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